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は　し　が　き

　人種学及び民族学の研究の対照とする東南アジァ民族についてはオーストラリア，ニユーギニア，

及び南太平洋民族の原始民族にまでその範囲を広げなければならない。したがつて民族としてパプ

ア，メラネシア，ポリネシアの人種生活の交渉も考える必要を生ずる。

　けれども蝕に研究対照とする東南アジア民族の文化地帯として認められる広義のアジア民族一東

南アジアー中近東アジアの限られたる範囲において生活しつつある現代の民族の装飾に関する研究

を生活の面から取りあげて装飾心理の上から，人間像を如何に導き出し得るかが問題点となる訳で

ある。

　彼等の生活要具に及ぼす装飾・模様に関してはホノルルにあるビショップ博物館の如き施設を中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心として，研究の緒論を求める

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことができれば，我々に取つて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至極都合がよい訳であるが，残　　　　　　　　　　　　　　c7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　念乍ら現在の状態においては日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本に何等の至便もないことであ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従つて研究の方途としては文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　献によることと蒐集家の品々，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　或はまた現地旅行者の写真によ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るより他はない。

民族の独立と文化移動

　1954年から5年の間に東南ア

ジア民族の間に著しい旋風がま

き起つた。そしてそれぞれの民

族の自結運動が独立という一・つ

の旗の下に結集し来たのである。

　「ピソネカ・ツソガル・イカ」

とはイソドネシアの国章に刻ま

れた新しい標識の言葉であつた。
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つまり「多様性」の団結を意味したもので宗教の相違，言語の複雑さ，社会制度の多岐，環境の差

異などをそれぞれ整理して「寛容」と「建設」の二本建として民族の結成を見ようとする意図に他

ならなかつた。

　結局東南アジアー中近東アジアーアラブ民族の団結による広範囲におけるアジア集団の「はたら

き」を意味するものと考えられる。

　たとえ精神的統一一pa動は困難であるとしても，それぞれの民族の自覚による運動が実現されつつ

ある今日にあつても，民族の生活，環境の異変については未だに統一されない誇りと伝統を持つて

いる。然かも誇りと伝統の下に生活の中の美しさを見出すものが可成り多い。

　まず第1にあげられる特異は民族服の美しさであろう。然かもそれ程までに自分の愛着を持ち誇

りとするイニシエチブな考えも，世界の風潮によつて，やがては世界的文化移動の影響によつて変

動する運命をたどることは，蓋し止むを得ない事実であろう。

　今日にあつてこそそれらの研究の重要性を感じ，一日でも早く着手しなければ，明日では既に遅

い感がある。

　特にその観点を生活及び生活要具にしぼつて民族固有の美点を見出し，その源流に湖つて古典の

出所を探るべき学問的労作もある意味においては少しも吝かでない。

　さらにその効果を東南アジァ貿易の調査の資料として役立ち得れば，望外の望みであろうと信ず

る。

　A　ジヤワ　　バチックーインドネシアの民族芸術

　東南アジア民族の工芸の中で世界的に有名であり，且又愛着を感じられているジヤワのバチック

A図　（上）　フロック，プリソチソグを

　　　　　するジャワの土民
B図　（下）　チャンチソにて蝋染するジ

　　　　　ャワの土民婦人

曝
烈

（Batik）はイソドネシア民族芸術の至宝とも認め

られている。

　然かもその技術もバチックの模様も何等原始的

な野蛮性のない高貴な表現効果を示している点に

おいては，「今日の芸術」としても恥つかしくな

い一種のモダーニズムを発揮している。

　日本ではバチックという言葉よりも「ジヤワ更

紗」の名称の下に通用されているため，「イソド

更紗」と混用される場合が多かつた。

　バチックとイソド更紗とは技巧の点で全く異法

であつて，バチックは蝋を基盤とした技法でその

伝来の歴史的解釈からイソドからもたらされた技

術であるように信じられていた。

　つまりヒソヅー教徒のイソドネシア移住によつ

てもたらされた民芸であるとも考えられる。

　バチックはジヤワ語のボテイック，スマトラの

バドウバハラから転用された説がある。またボル

ネオのダヤク語でパソチック，パパチック，ティ

ティックなどの語彙は入墨する技術をいつたもの

で，身体の一一部に針でチクチクさしたり，絵を描

くこと，記号をつける語としてrTik」というこ
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とが通常語として用いられている。

　白布の上に染料をつきさす技術からバチックと呼ばれたものらしい。

　1620～1808年間のオラソダ東印度会社の南海貿易の活動期にジヤワ島の産物を紹介された中にジ

ヤワ更紗が日本にも渡来されたもので，足利末期から徳川初期にかけて既にバテッキという染布が

伝えられた記事がある。

　パチック技法については過去の技術伝来であつて，今日と雛も大差ない進歩であるが初期のパチ

ックは糊防染によつて模様を施したものが，さらに蠣の点滴をその間に置いたものであつた。

　チヤソチソ（tjanting）と称する特異の器はジヤワ独自の創作であつて，蝋描きに対する細線のリ

ソカクを描くために用いられたものであつた。　　　　　　　　　　　　　　　　・

　元来ノミチックはその技巧の点から高度の芸術であつたために，一般庶民の服装にこれを応用する

までに至らなかつた。従つて王宮の調度品装飾に限られて発達したらしい。1600年代の初期作品に

は白地に藍模様のカソ，ピロソの礼装用の衣服が用いられた。さらに紅，黄，赤などの染料を用い

て，デザイソも一一層複雑な模様になつて来たのは，17世紀以後であつた。

　其後王国の動乱と，各国人の侵入によつて形成されたジヤワ文化は王制時代の産業の手が一一般庶

民に帰した結果であつて，ジヤワ更紗の技巧もそのために大量的生産を目標とする一大産業の革命

とでもいう状態に変化したのである。

　つまり染物材料入手の大量と，生産技術の普及によつて，より精巧な技術をできるだけ迅速に仕

上なけれぱならなくなつた。

　密蝋の輸入もイソドネシア各地から自由に入手する便宜が与えられたからである。

　ノミチック技巧の生命は蝋の取り扱いが重要なポイソトであつて，蠣描きはチヤソチソによるかチ

ヤップ型と称するブロック技法によるものである。蝋の熔融度によつて布の表裏から施す方法もあ

る。

　蝋の調節は産地の気温に関係が多い。平均130°C位の調節を保つて布を衣桁にかけたまま垂下さ

れてこれに蝋描きする。もちろんこの場合に布には予じめ下描きを木炭か鉛筆で描いておく必要が

ある。蝋付が終ると染液の中に浸して残部に再び蟷描きを二回，三回と繰り返して染色される訳で

ある。

　染色が終ると砂糖液に檸橡汁，明馨水の中で蝋をとり去つて温湯の中につけて仕上する。

　もちろんデザイソによつては何回も繰り返すこともある。

　バチックにいる染料は古くは植物染料を用いた。

濃紅色

色
色
色
色

　
紅
黄
褐
藍
黒

めんくうど（Mong　koedoe）

じれく（Djirek）

てがらん（Tegaran）

そうが（Soga）

あい（印度藍）

ログウツド鉄染

などを用いる。現在では化学染料を用いている場所が多い。戦前にはドイツのイー，ゲー染料など

を用いたこともあつたらい・。もちろん染料の色相については地方によつて嗜好色も異るため染料

の選び方もそれぞれ異つている。

　南方系の染料については次のようなものが用いられる。

　　黄色　フスチック　　黄木　　ブイリピソ産
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赤　色

　
　
色
色
色

〃
〃
　
　
　
　
　
〃

　
　
緋
黒
茶

コチニr－一ル

セーノミソ

サソダFウツド

マツドレ

ガレル

クローガ

ガソビ㌦一ル

脈脂虫

茜　根

没食子

丁　字

阿仙薬

キユーノミ

イソド，ジヤワ産

イソド産

イソド産

モロツコ産

ペナソ産

マラッカ産

　ジヤワのバチック・デザイソはデザイソ，エレメソトとして自然界の植物一小禽等が最も多く用

いられ，それぞれ装飾化されている。特に小禽類には極楽島の如きものが多い。花文には南方の蘭

花が多く用いられている。特にパラソ（parang）模様という刀の刃物をした装飾は・ミチックの代表

的デザイソともいわれているもので，・一名パラソ・ルサクといわれるデザイソはジヤワ更紗の縁模

様などに多く使われているもので，植物の若芽をデザイソ化したものらしい。

図　1

図　3

mUww，

図　4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図　5　　　　　　　　　　　図　6

　　　　　　図　2

　次はセメソ（S6m6n）模様と称する植物の芽，花の芽などを用いてこれに動物，山水，雲などを

配したデザイソである。時として鳥の翼とセメソとを共に用いたものでラル（Lar）と呼ばれるも

のである。

次は人物を装飾化したものでワtr－・ヤソ（Wayang）と称する神像である。これは主として影絵芝

居に用いるもので，横向きap人間像で一種奇隆な容貌をした神像である。ジヤワのジョクジヤカル

タ地方では土産物として販売している。
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図7　ワーヤソ模様の壁かけ

　　　（地色……イソヂゴ模様はアズキ茶ウル

　　　トラマリソ白）

図9　セメソ模様の唐草

　　ペルシア風のデザイン

　　　図11　カーネーショソの花をデザ

　　　　　　イソソースにとり入れたバ

　　　　　　チック（トルキ・ウタール
　　　　　　・プティ）

とも同型のものが用いられる。

図8　植物とガルダ鳥の翼

　　をとり入れたバチッ
　　　ク

図10鶏の図形をしたやまあらしとスル

　　　ニの花をデザインしたバチック
　　　（スルニ・ラソダクウタール，イ
　　　レソ）

　この他複雑な表現技巧によつて示された各種のデ

ザイソは地方別によつて配色を異にしているばかり

でなく，模様にもそれぞれの特長を持つているらし

い。

　けれども，それのデザイソについてのデザイナー

が存在する訳でなく職人として働く染工の一部が伝

来の技法をそれぞれに工夫するらしい。

　以上各種のバチックが衣料に供せらるる場合，サ

ロソ（筒状の腰布）カイソバソジヤソ（腰巻の開い

た布）カイソカバラスタソガソ（頭布）など，男女

　男子専用の頭布にカイソ・カパラと称する衣料がある。昔はカイソ，カパラは頭部の装飾用とし

て重要なるポストであつたけれど，現在では行商人とか老人とか下層階級の男子が用いるにすぎな

いもので，一見ジヤワ更紗を頭部にいだいて，日よけ代りにするにすぎない傾向を示すようになつ

た。
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　最近のジヤワの民族服は漸次欧風スタイルに馴化されて，衣料としてジヤワ更紗を用いるに過ぎ

なくなつた。従つて一日のうちのある時間だけ着用するとか，劇に用いて舞踊の服装に供するとい

つた傾向を示す場合が多くなつた。

　B　インド，パキスタンの民族装飾

　2大なる面積を有するイソドに生活する人々の服装は民族服としても特有な価値を有している。

木綿生地の美しさはその模様の千差万別なデザイソ効果によるものであつて，長年月を経た伝統の

美を示すものが多いからである。男子服はドr－一’テイと称する一枚の布を腰に巻いたもので，今一つ

eliチャディタルと称して膝から下がタイトになつたズボソのような形式のものである。

　女子の服装には大体3種の区別がある。1はサリー（Sari）といつて5ヤールから9ヤールの一・

枚の布を身に纒うたもので，そのふちには花模様の刺繍を施し・これに金銀糸を以て装飾した刺繍

が豪華な感じを与える。長いペチコートの腰にからげて下半身を巻き，その一端を肩にかけて着る。

　農民の女性のなかにはブラウスもペチコートも着ないで，裸体の上に直接まきつける風習もある。

逞しい体躯のイソド女性のサリt－・一姿は一種変つた魅力のある着装で世界の民族服の中でも逸品と称

せられる。

　2はガt－一グラ（Ghagra）と称するひだをよせた衣裳の着装もある。サリーの一種ではあるが・何

となく民族特異の表現を発揮している。

　農民には地方色の豊かな装飾と色調を強く表わし，赤，青，黄などの原色をとり入れたものが多

い。南イソドの若い女性や子供服にはパワーダ（Pawada）と称して長いスカートを用いている。

　パソジャブ地方の民族服にはクルタ・一とカシヤルワルと称して長いひざまでおう形式は胸部の線

と腰部をはつきりと見せるところが魅力があつて美しい。

　チヨリt－一’というブラウスとスカウト部のサリー・の間に脊部から胸部にかけて小麦色の肌をのぞか

せるところに何ともいえない一種の魅力性を発揮する。イソドの女性には服装としてはサリ・一が最

も多く用いられ，上流の婦人は所持量は一人で数十枚から持つているが，農民の婦人は僅かに二，

三枚しか持たない。体臭のついたサリr－一を洗濯して着換え用としたものだけにすぎない。つまりイ

ソドの婦人の生活設計から見て，貧富の差が如何に烈しいかがうかがわれる。

　これらの衣料は材料として主として木綿織物で自ら織つて仕上するものと，サラサ染のものとあ

る。つまり「イソド更紗」と称するブロック・プリソトの手法によつたものである。

　パソジヤプ地方の農…民の女子は木綿の生地に絹糸で刺繍したフルカーリt－・’刺繍と称するものが用

いられる。フルカリーというのは花のある作品と称する意味で・デザイソは花を主題としたものが

多い。アフガニスタソの北部のバザーラ高原地方が主産地で農…耕のレジヤーを利用して神に祈る敬

慶な心地を持つて一針一針と刺繍する手工芸であつて・これが生産されて市場にと送り出される訳

である。

　パソジャブ地方高原に位するカシミt－’ル地区はイソド北方における染織地帯として世界的に知ら

れているカシミー・ル，シヨールの源泉地である。

　カシミールの花模様とよばれる繊細なデザイソには16世紀から17世紀にかけてペルシアとの交通

からカシミール絨蟹iの生産を見るに至つた。

　ペルシア風のデザイソ傾向を持つ俗に松かさ型と称するデザイソはカシミール独特の染織工程に

よつて美しいヒマラヤの高山植物が図案化されて，マソゴー・の花も入り混じったデザイソが表現化

された。

　19世紀になつてマソゴーの花模様が松かさ型から逸脱した一種のアブストラクト，デザイソに移
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翻

図12ペルシァ風によるカシミールショール

つた。終には動物資料までも同一型式にまとめて，西洋へ

輸出するカシミ・一ル・シヨールとして一種の特技を示すこ

ととなつた訳である。

　カシミール地方の主都スリーナガルにあつて生産化され

るようになり，さらに現代の染織としてイソドの特長が示

される。

結 論

　東南アジア民族の装飾については染布のみでなく仏教芸

術に関係の深い仏像及び寺院の装飾にまで及んで研究しな

ければならないことはもちろん必要である。ジヤワのボル

、
鞠
解

譲
鎌
鶴
欝

凋

　　　　　　　　　　」

図13　カシミール・ショールの

　　デザイソ（マソゴの花模

　　様）

ボドール寺院の装飾といい，アジヤソタの壁画といい，イソドネシアからイソド本土に亙る数千の

寺院及び仏像については到底この短文の研究では尽すことは不可能である。筆者の研究の範囲は：被

服における装飾文様にしぼつた訳は，現代の日本文様とどんな関係を持つていたかを探求するため

と，東南アジア民族の発展と日本文化の影響を知る方法を見出すためである。

　さらに台湾民族，支那苗族，朝鮮民族，及びフィリピソのマウソテーソ・プロビソス民族との関

係から太平洋民族としてハワイの民族にまで及ぼして見たい考えで居る。

　特に興味の深い台湾の生蕃として現に存在しているヤミ族，アミ族と，同民族に類するフィリピ

ソの山嶽地帯の民族の模様についての関係については未だ嘗つて研究発表されたものが比較的すく

ない。次の機会において台湾呂宋，及び山嶽地帯（マウソテーソ・プロピソス）の民族と日本の大

島緋の関係を述べたいと思つている。
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